Add-on Program  多言語・多文化社会論入門Ⅰ（2007年度１学期）

2007/05/29　　議論：フィリピンの孤児院での支援活動から見える日本社会

講師：横田　宗（NPO法人ACTION代表）

各グループコメント


グループ名：青屋は逆さよ

· 過疎化が進んでいる農村や地方での社会貢献。

· 日本は地球温暖化で亜熱帯化しているので、亜熱帯の農業技術を日本に紹介する仕事。

· 稲作の労働力は、今の日本の農業に活気を与えるのでは？

· 最初は、単純作業や軽作業などあまり大人数で意思疎通をとる必要がない仕事を斡旋する。ボランティアで徐々に日本語を学んでいき、能力に応じて高度な仕事を斡旋する。

· 日本が、フィリピンの人達が住む所を作って、小学校や中学校の英語教育に携わる。

· フィリピンの人は英語を話せるから普通に英会話の先生をやったらいいと思う。アジアの人だと日本人的に馴染みやすいと思う。

グループ名：アミーゴ

· 少子化といわれるので、働いている親の代わりに子供の面倒をみる。（幼稚園くらいまでの子）

· 保育士の数が減っているので、保育士として採用するべき。

· 高齢化問題があるので、老人ホーム、ホームヘルパーとして働く。

· 旅行代理店やツアーコンダクターとしてなら、日本に来る観光客を英語で案内できる上、客観的な視点から説明できる。

· フィリピンの文化を伝える教室の講師。日本人にフィリピンの文化を伝えることができ、差別、偏見の解消につながると思う。

· 日本と外国の壁を無くしていけるような仕事。

· 農業。

· 地方の活性化（外国人のイマジネーション）

· フィリピンのお料理教室。

· 貿易関係。

グループ名：MNSHY

· フィリピン人の特性を活かして、英語を使った仕事を日本で出来ればいいと思う。

· 小学校のALT。人材が余っているのなら全学校に配置できると思う。

· 外国人に対する待遇が厳しい日本では、実際語学の先生や工場の労働者に限られそう。

· 内と外の境界線がある日本にとって、フィリピン人の考え方は見本になると思う。

· 外国人労働者に提言できる仕事。（大使館や交流協会関係の仕事）

グループ名：オランウータン

· 働く女性の増加のため、ベビーシッターとして働く。日本人の女性は、「仕事に集中したい」「忙しくて子供をちゃんと育てる時間がない」という考えで子供を産まないと思う。

· 産業の空洞化対策として日本の町工場で働く。

· ワーキングプアの問題があるが、製造業で働き、人手不足を補う。

· 農家など後継者不足のところに入ってもらう。

· 介護士

· 保育士

グループ名：GRUPO

· 高齢者の介護（農村で若者が足りない）

· 日本は高齢化社会なので介護士の需要が増えている。フィリピン国内でとった資格が日本でそのまま使えるような制度をつくる必要がある。

· 田舎では労働力が足りないので、農業を手伝ってもらい本国に帰っても技術を役立ててもらう。

· プログラマー（日本で不足していてインド人が補っている）。

· 日本人より接客や人付き合いが上手な外国人が、外国語を教える教師や芸能人などの職業につくことで、日本人は見習うところもあるだろうし、外国人は本国のことをアピールできて良いと思う。

· 日本と英語を使った職業であれば、特に限定する必要はない。

· フィリピンにとって出稼ぎより国内の経済発展に力を入れたほうがいいと思う。賃金が安いから製造業などの投資を受け入れて国民の経済基盤を作る。

· 裁判員

· 教養の先生

グループ名：小さな声

· 日本の農業は、後継者不足である。同じ農業国であるフィリピン人をうまく利用できないのか。

· 第一次産業

· 介護、看護。他国で取った資格を日本でも認める。

· 日本の技術者をもっとフィリピンに派遣して、お互いに足りない部分を補う。

· 日本で医者を目指す外国人に対して日本語学校の学費支援を行う。日本の医学をフィリピンにも伝えられる。

· 小学校から英語を教えることになったら、先生としてフィリピン人を雇用できないか？

· JSC児童生徒の母語教育。日本でフィリピン語・英語の教育を行う人材が不足している。

· 地域の相談員。英語を話せ、日本に住む外国人の立場もわかるから。

· 美容師。日本の美容専門学校で外国人学生を受け入れているので、その学生たちにビザを下ろして雇えばいいのでは？

グループ名：チーム・ハロハロ

· ホームヘルパー

· 看護士

· 介護士

· フィリピンからの介護士の規制が問題になっている。今、日本にいるフィリピン人が介護士になる場合、人数を規制されているのか。

· 不法滞在者が、再び正規に日本で暮らすためにはどのような道があるのか。

· 日常会話に困らないのなら、学校の英語の先生や英会話教室の先生。

· 普通のパートとして働けないのか？

· 暴力団の関与をなくさなければならないと思う。

· フィリピンは、海外からの送金がなければ崩壊するからいい方法を考えなければならない。不法滞在せずに期限付きで稼ぐだけ稼いで帰ればよい。

· プロモーターを介さなくてもよい、クリーンなビザを作って、クリーンに出稼ぎができる制度をつくる。

· 外国人を迎え入れる分野は、やはり日本が本当に必要としている分野であるべき。人材を育てる制度の整備が必要なのでないか。

· なぜフィリピンの外貨収入の二位が中東なのか？そこでどんな仕事についているのか気になった。

グループ名：チーム・フラワー

· 保育士（企業の施設など）

· 看護師

· 小児科の医師

· 英語教師（ALT）

· 異文化交流員

· 農業

· フィリピン人は陽気な人が多いので人と接する仕事が向いていると思う。

· 日本に来て資格を取る必要のない職業。

· 高度な日本語を必要としない仕事。

グループ名：CHO BIJIN

· 幼稚園での英語教員

· 小学校での英語教育。（ネイティブの先生の授業はこれからもっと必要とされる）だが、保護者のアジア人のイメージがあまり良くない。英語＝アメリカ人で、なおかつ白人が強い気がする。

· 幼稚園で英語を教える先生のビザはどうなっているのか。

· フィリピンとの給料の差が結構あるらしいが、先生として来て不法滞在となる場合はないのか。

· 歌手（もともと厳しい世界だから活躍できるか？結局パブで働くことになるのでは？）

· ベビーシッター（日本は共働きが当たり前になっているから）

· 一番必要な分野は介護だと思うが、日本人とのコミュニケーション力を備えた外国人は少ないと思う。

· 母国の文化・習慣を活かした仕事をしたらどうか。自国の紹介をすることに喜びを感じつつ、日本という国と正面から向き合えると思う。

· 大企業と中小企業でのインターンシップ制度を活かしたらどうだろうか。

· 日本人はプロモーターにどのような印象を持っているのか。目に見えない形で連れてくるからわからないかもしれないが、日本政府は気づいていないのか。

· 日本人はフィリピンへ留学したり、働いたりしているのか。

グループ名：ハーゲンダッツ

· フィリピンの物を売る雑貨屋。アジア系の物は人気だから売れると思う。

· 農、漁、林業など第一次産業。

· ピアノなど音楽の先生。

· フィリピン人に介護士だけでなく、医療の現場で活躍してもらう。高齢化で介護士の需要も増えると思う。

· 介護士は、患者との意思疎通が出来ないと医療ミスにつながりそうなので、良くないと思う。

· 幼稚園に限らず英語の先生。

· 英会話教室の先生。性格が明るいみたいだし、小さい子向けに教えるのはいいと思った。

· 東南アジア系の留学生をサポートする人。

· フィリピン語教師。

グループ名：日本はまあまあ住みやすい

· 介護士がいいと思う。日本語をちゃんと教えるか、日本の資格を取れるように補佐する制度があれば良いと思う。

· 老人ホームでのショー、お年寄りとコミュニケーションする仕事。

· 通訳、翻訳

· 異文化コミュニケーションの一助になってもらう。（小・中学校巡り、老人ホームに参加、観光ガイドなど）

· フィリピンパブを、フィリピン人の特長を活かし、かつ日本人の心が満たされるような癒し系のお店にする。フィリピン人も働き口を得られ、日本人もハッピーになる。何が日本人の癒しになるかは今後の課題。

· フィリピン人はお金が欲しい。日本人は心を満たされたい。両者の利害が一致するような職をつくればよい。

グループ名：PARARISE

· 義務教育の段階で必要なのに不足しがちなネイティブスピーカーとして招く。

· 「英語の先生」といっても、NOVAみたいに白人しか雇ってもらえないかもしれない。

· 外国人観光客のためのガイド。

· 製造業などのブルーカラー層として働けるのではないか。

· 日系企業の協力を得て、製造業工場の働き手を連れてくる。

· 偽装結婚など裏口入国を減らすために、表口入国を開くことが解決につながるのではなか。

· フィリピンから人が来ないと日本の経済、生活は成り立たない。フィリピン側も同様。双方のメリットになるのに、何故日本の門戸は固いのか？

· プロモーターは、何人も連れてくるものなのか？

· いつからプロモーターは暴力団関係の人になったのか？

· プロモーターである暴力団の引き締めがなかなか行われていないような気がするが、なぜか。

· 公的プロモーターはいるのか？もしいないとしたら、なぜいないのか？

グループ名：YY6ers

· フィリピン人の介護能力の高さを考慮して、フィリピン人に対する日本語指導や資格取得の規制緩和を行う。

· 看護士。日本政府が、日本の看護学校に入学するフィリピン人に対して奨学金を支援する。

· ベビーシッター

· 小学校、中学校の英語の先生

· 出稼ぎの人達は、フィリピン帰国後どんな仕事をするのか？

· フィリピン国内は、出稼ぎの人が多く出て行っても支障はないのか？

· なぜ日本ではフィリピンで得た資格が使えないのか？

